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コース概要

[bookmark: _Hlk85649931]このコースは認定自閉症サービス専門士―スーパーバイザーか国際認定行動分析士(QASP-S®, QBA®)の承認カリキュラムの中の、自閉症スペクトラム障害ASDの基礎知識について、国際応用行動分析学認定協会QABA®の指定したQASP-S®, QBA®コンピテンシー・課題リストの中の「自閉症スペクトラム障害」の様々な課題を学んでゆきます。

学習の成果

このコース終了時に、あなたは次の目標を習得します：

自閉症スペクトラム障害の基礎知識を身に着ける

1. 自閉症スペクトラム障害に関連するDSM-IVおよびDSM-5（または現行のDSM）を理解する。

2. 自閉症スペクトラム診断の危険因子、自閉症スペクトラム診断の併存疾患、自閉症スペクトラム障害に関連するCDCの警告する危険因子と併存疾患について理解し説明できる。

3. 発達のマイルストーン（典型的なもの、非典型的なもの、年齢に応じたものなど）を理解し説明できる。

4. 自閉症の診断プロセスについて理解し説明できる。

5. ASDと共通の特徴・障害について理解し説明できる。

6. 一次障害の3要素からなるスペクトラム障害としての自閉症について理解し説明できる。

7. 早期診断に用いられる「レッドフラッグ」

8.鑑別診断においてどのように、どのような場合に障害が一般的に他の診断に関連するか（学習障害、処理障害など）

9. ASDがどのように診断され、その結果がどのように目標開発に活用されるかを確認する。社会的コミュニケーション障害など、精神障害の診断・統計マニュアルにおけるASDに関連するカテゴリーを確認する。ASDの診断に利用されるアセスメントを確認する。これらのことができる。

コース予定　2024年6月―2024年7月（5週間）
	日付
	内容　（課題、ミーティング）

	


第1週
2024/6/10～
2024/6/16
	· CANVAS ミーティング：講義
2024年6月13日（木）日本時間　19:30 PM (90分)
（注：講義の出席はとりません。録画しますので後日視聴可能。以下省略）
· 課題 A： ディスカッション　スレッドA（下記、ディスカッションに関して参照）課題内容2.1（下記、コース概要詳細参照）
期日　2024年6月12（水）日本時間　23:59pm　　　
· 課題 B：ディスカッション スレッドB　
課題内容：他の受講者の書き込みに対して意見提案を述べる。
期日: 2024年6月16日（日）日本時間　23:59 pm
 課題 C: 小テスト 期日2024年6月10～16日（日）日本時間23：59 pm

	第2週
2024/6/17～
2024/6/23
	· CANVAS ミーティング：講義
2024 年6月20日（木）　日本時間　19:30 PM (90分)
· 課題 A： ディスカッションスレッドA　課題内容2.2
  期日　2024年6月19日（水）　日本時間　23：59pm
· 課題B：ディスカッション スレッドB
    課題内容：他の受講者の書き込みに対して意見、提案を述べる。
期日　2024年6月23日（日）　日本時間　23：59 pm
 課題 C: 小テスト 期日2024年6月17～6月23日（日）日本時間23：59 pm

	第3週
2024/6/24～
2024/6/30
	· CANVAS ミーティング：講義
2024年6月27日（木）　日本時間　19:30 PM (90分)
· 課題 A：ディスカッション　スレッドA 課題内容2.3
期日　2024年6月26日（水）　日本時間　23：59pm 
· 課題 B：ディスカッション スレッドB
  課題内容：他の受講者の書き込みに対して意見、提案を述べる。
期日2024年6月30日（日）　日本時間　23：59 pm
· 課題 C: 書評提出（その1）期日2024年6月30日（日）
日本時間 23:59 pm 課題内容 2.3

	第4週
2024/7/1～
2024/7/7
	· CANVAS ミーティング　：講義
2024年7月4日（木）　日本時間　19:30 PM (90分)
· 課題 A： ディスカッション　スレッドA 課題内容　2.4 期日2024年7月3日（水）　日本時間　23：59pm
· 課題 B：ディスカッション スレッドB
    課題内容：他の受講者の書き込みに対して意見、提案を述べる。
期日　2024年7月7日（日）　日本時間　23：59 pm
  課題 C: 小テスト期日2024年7月1～7月7日（日）
日本時間23：59pm

	第5週
2024/7/8～
2024/7/14
	· CANVAS ミーティング　：講義：
2024年7月11日（木）　日本時間　19:30 PM (90分)
· 課題 A：ディスカッション　スレッドA 課題内容 2.5
期日　2024年7月10日（水）日本時間　23：59pm 
· 課題B：ディスカッション スレッドB
    課題内容：他の受講者の書き込みに対して意見、提案を述べる
期日　2024年7月14日（日）　日本時間　23：59 pm
 課題 C: 小テスト期日2024年7月8～7月14日（日）日本時間23：59pm

	
	· 最終課題提出：小論文
期日2024年7月21日（日）日本時間  23：59pm



最終成績発表：　2024年7月 Canvas内にて発表されます。
成績評価（段階）
A	=	90-100%             （ 270~300 ポイント)					
B	=	80-89%	 　　　  (240~269 ポイント)
C	=	70-79%  	 (210~239 ポイント)
F	=	69%以下	 ( 209 ポイントより下)

課題得点の配分に関して:	
（１）ディスカッション　 （5回）
自分のスレッド10ポイント　相手のスレッド５ポイントX 2 =１0 ポイント  20ポイント/週)　 	
ディスカッション・スレッド合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100ポイント
（２）小論文課題　1回　100                                          100ポイント
（３）小テスト　5回　(20問)　　　　　　　			　　100ポイント

合計　300ポイント　

課題の評価と採点の詳細
· 参加と出席に関して
Canvasのオンラインクラスで実施されます。ディスカッションボードへの投稿、時間制限付きクイズ、書評と最終テストにより成績評価が決定されます。CANVAS講義への参加は採点評価にはなりません。
（１）ディスカッションについて
ディスカッションボード参加　（毎週）　20ポイント
＊スレッドA : 自分で最初に提出するスレッド　 10ポイント
＊スレッドB：クラスメイトに出す返信　　　５ポイントｘ２　１０ポイント
クラスメイトと講師とのディスカッションを活発で有意義なものにするためには、「相互交流」がとても大切です。最低限の発言でなく、より高い目標を目指し、積極的にアプローチして活発な交流の場になるよう心がけてください。
· スレッドA：自分で最初に提出するスレッドは、設定期限を守ってください。
· スレッドA：自分で最初に提出するスレッドは、500語以内とします。（引用を除く）
· スレッドA：自分で最初に提出するスレッドは、「スレッドA」と明記すること。明記のないものは、加点されません。
· スレッドAは、必ず毎週のテーマに沿ったもの、必要な教科書、論文などを読んだことに参照していること。テーマに沿っていないものは、加点されません。
· スレッドB：クラスメイトに出す返信は、各200語程度とします。
· スレッドBは、相手に敬意を示す文章であること。
· スレッドBで、相手の賞賛だけの返信は、加点されません。
· スレッドBでは、相手のスレッドに対して各週のテーマにおいて意見を述べること。
· スレッドBでは、自分の知識や体験を共有しながら講義のテーマに沿って討論を発展させるような
· 「本質的意義のある」投稿を提出すること。（例：理論から実践に関する批判的思考（クリティカルシンキング）に基づいた問いかけや学術的根拠のある解決策の提言など。）
皆さんの期限までの投稿をよろしくお願いします。それにより多くの方がフィードバックすることができます！
スレッドAの期限：日本時間水曜日（２３時５９分）１日遅れるごとに１ポイント減点となります。（例：金曜日に投稿された場合は２点減点）
スレッドBの期限：日本時間日曜日（２３時５９分）１日遅れるごとに１ポイント減点となります。（例：月曜日に２つのフィードバックを投稿した場合は２点減点、または日曜日に１つのフィードバック、月曜日に１つのフィードバックを投稿した場合は１点の減点）
＊どうしてもやむを得ない事情があり（家庭の事情、職場の事情、個人的な事情）期限に間に合わない場合は水曜日（２３時５９分まで）までに理由もあわせて担当講師まで伝えてください。担当講師の判断になりますが、減点の対象にならない場合もあります。水曜日以降にご連絡があった場合は、連絡日までの分は減点の対象になりますのでお気をつけください。

（1） 小論文について　
テーマを選択し、所定のフォームに従って書評を書きます。
（2） 小テスト（クイズ）　
毎週クイズがあります。　

ユニット2-1　ASDの基礎知識- 計15 時間 (5 週)
第一週 (3 時間)　 令和6年6月10日～16日　 *担当：呑谷
2-1. ASDに共通の特徴と障害、主要な障害が3つあるスペクトラム障害としての自閉症、自閉症スペクトラム障害に関連するDSM-IVとDSM-5、社会的コミュニケーション障害など、DSM-5におけるASDに関連するカテゴリーを確認する。
課題2.1
スレッド投稿： 
A) ASDの特性や障害を詳しく知ることで、ご自身の専門において、又は個人的に何か活かされたこと、またはこれからどう活かしていきたいか、あるいは特性を知っても何も変わらないなど、具体的な例を挙げて述べてください。
B) 復習クイズ
教科書:
Autism Speaks ウェブサイトより“自閉症の診断基準：D S M−５”
自動翻訳で日本語に変換してお読みください。
https://www.autismspeaks.org/autism-diagnosis-criteria-dsm-5
高橋泰子・石川健二・橋本篤孝 (2014). DSM-5における神経発達障害の診断基準　大阪川崎リハビリテーション大学紀要, 8(2),123-134
参考文献（必須ではない）：
宮川充司 (2014). アメリカ精神医学会の改訂診断基準D S M−５:神経発達障害と知的障害、自閉症スペクトラム障害　椙山女学園大学教育学部紀要, 7, 65-78 
https://lib.sugiyama-u.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=1901&item_no=1&attribute_id=44&file_no=1
セサミストリートと自閉症:「ジュリア」という自閉症の特性があるキャラクターが登場します。ビデオや絵本を参考にご覧いただき、A S Dの特性を確認してみてください。https://www.sesamestreetjapan.org/Diversity-Inclusion/index.html
Simple Steps Autism :Step 2: 2.1, 2.2, 2.3, 2.4, 2.5 この教材は英語ですが、日本語訳を参考にビデオをご覧ください。親や専門家が自閉症についての実生活の経験と、ABAがどのように彼らの人生を変えたかについて話を聞くことができます。https://simplestepsautism.com/

学習目標: 
QASP-Sのコンピテンシースタンダード: A-1 自閉症スペクトラムに関連するDSM-IVおよび DSM-5,   QBAのタスクリスト: A-1 ASDに共通する特徴と障害 A-2 主要な障害がある３つあるスペクトラム障害としての自閉症 ,A-8 社会的コミュニケーション障害など、DSM-5におけるASDに関連するカテゴリーを確認する。
（BCBA/BCaBA第5版タスクリスト：該当なし）
第二週 (3 時間)　 令和6年6月17日～6月23日 　*担当：呑谷
2-2. 発達のマイルストーン、早期診療に用いられる「危険信号」
課題2.2
A) スレッド投稿：日本においては、母子健康手帳に乳幼児の発達記録をつけていくページがあります。その他何か、アメリカCDCが発行しているような発達マイルストーンのチェックリストやA S Dの兆候をチェックするようなもので保護者や療育者が使えるツールを、このスレッドで紹介してください。（M-CHAT等のアセスメント以外で）皆さんがお住まいの各自治体において、どのような取り組みがされているのかを調べてシェアして頂いても結構です。
B) 復習クイズ
教科書:
米国疾病予防管理センター（CDC）のウェブサイトにある発達マイルストーンに関するページです。生後2ヶ月から５歳までのマイルストーンについてご覧ください。その他にも発達に関連するトピックなどもご覧いただけます。自動翻訳で日本語に変換してお読みください
https://www.cdc.gov/ncbddd/actearly/milestones/
Autism speaks のウェブサイトにある自閉症の初期症状について年齢別に説明してあります。こちらも日本語に変換できます。
https://www.autismspeaks.org/signs-autism
参考文献（必須ではない）：
学習目標: 
QASP-Sのコンピテンシースタンダードト: A-3 発達のマイルストーン  
 QBAのコンピテンシースタンダード: A-1 ASDに共通する特徴と障害 A-2　主要な障害が３つあるスペクトラム障害としての自閉症 A-3　早期診断に用いられる「危険信号」
（BCBA/BCaBA第5版タスクリスト：該当なし）
第三週 (3 時間)　 令和5年6月24日～6月30日　 *担当：呑谷
2-3. 自閉症の診断プロセス、日本との比較
課題2.3
A) スレッド投稿：子どもがASDと診断された多くの親は２歳ごろまでに何らかの発達に関しての心配事があったにも関わらず、実際に診断又は支援が開始されるのはそれから１年以上あったりと、大きなギャップがあるケースがある。DSM−５になり、自閉症スペクトラム障害としての診断となり、同じ状態でも診断は医師により異なるケースもあるようだ。自閉症と早い段階で診断されるケース、「疑い」のまま診断されないケースなど様々であると考えられるが、これらのメリット又はデメリットについて、ご自身の経験や事例を述べてください。
B) 提出課題：書評　「Board Certified Behavior Analysts and Psychotropic Medications: Slipshod Training, Inconsistent Involvement, and Reason for Hope」 を読み、 所定のフォームに 従って書評を書いてください。
教科書:
米国疾病予防管理センター（C D C）のウェブサイトにあるA S Dのスクリーニングと診断に関するページです。自動翻訳で日本語に変換してお読みください。
https://www.cdc.gov/ncbddd/autism/screening.html

Simple Steps Autism :Step 3: 3.1 Diagnosisこの教材は英語ですが、日本語訳を参考にビデオをご覧ください。https://simplestepsautism.com/

Li, A. and Poling, A. (2018). Board Certified Behavior Analysts and Psychotropic Medications: Slipshod Training, Inconsistent Involvement, and Reason for Hope. Behavior Analysis in Practice,11, 250-357. 
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC6269390/

参考文献（必須ではない）：
学習目標: QASP-Sのコンピテンシースタンダード: A-4 自閉症の診断プロセス
（BCBA/BCaBA第5版タスクリスト：該当なし）
第四週 (3 時間)　令和6年7月1日～7日 　*担当：呑谷
2-4. ASDの診断に用いられるアセスメント、目標設定
課題2.4
A) スレッド投稿：A S Dの診断をうけても、保護者から本人へは障害について伝えないケース、又は伝えることを迷っているケースも多くあります。本人に伝える又は伝えないことについて賛否いずれの立場でも、意見又は事例を述べてください。
B) 復習テスト
教科書:
稲田尚子・神尾陽子（2008）. 自閉症スペクトラム障害の早期診断へのM―C H A Tの活用 小児科臨床61(12),2435-2439. 
https://www.ncnp.go.jp/nimh/jidou/aboutus/M-CHAT2.pdf

日本語版M-CHAT
参考文献（必須ではない）：
金原洋治 (2016). 小児科診療におけるP A R S（P A R S―T R）の活用　児童青年精神医学とその近接領域 57(1), 92-98.
PARS-TRは日本でつくられた自閉症スペクトラム症の特性と支援ニーズを評価する面接ツールで、A S Dのスクリーニング尺度です。この資料は一般の小児科臨床医が臨床の場で行っているPARS(PARS-TR)の活用について報告したものです。参考にお読みください。

Guercio, J. M & Hahs, A.D (2015) Applied Behavior Analysis and the Autism Diagnostic Observation Schedule (ADOS): a Symbiotic Relationship for Advancements in Services for Individuals with Autism Spectrum Disorders (ASDs). Behavior Analysis Practice 8(1):62-65. 
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC5048238/
自閉症の診断やアセスメントに使用されているADOS（現在はADOS-2が出ている）の観察者によるスコアの信頼性について既存のガイドラインを使った場合と操作上の定義を含む修正されたガイドラインを使用した場合の比較についての論文です。参考にお読みください。自動翻訳で日本語に変換できます。

学習目標:　
QASP-Sのコンピテンシースタンダード: A-4　自閉症の診断プロセス 
QBAのコンピテンシースタンダード：A-8　ASDがどのように診断され、その結果がどのように
目標開発に活用されるかを確認する。
（BCBA/BCaBA第5版タスクリスト：該当なし）

第五週 (3 時間)　 令和6年7月8日～7月14日 　*担当：呑谷・田中
2-5. 次の事柄の同定と理解：ASDに関連する併存疾患、ASDに関連するCDCの危険因子と併存疾患、ASDの危険因子、鑑別診断においてどのように、どのような場合に障害が一般的にほかの診断に関連するか（学習障害、処理障害など）。
課題2.5
A) スレッド投稿：A S Dに関連する併存疾患を１つ選び、その疾患について説明し、
ASDと他の併存疾患があるクライアントを介入する際、気をつける点において、これまでの事例や経験、又は将来的に介入する上で、重要だと思う点を述べてください。（併存疾患の例：知的障害、A D H D、限局性学習障害、発達性強調運動症、不安障害、強迫性障害、
気分障害、統合失調症など）

B) 復習クイズ
教科書:
Autism speaks のウェブサイトにある自閉症に伴ってみられる様々な併存疾患に関する医学的コンディションについての説明です。自動翻訳で日本語に変換してお読みください。
https://www.autismspeaks.org/medical-conditions-associated-autism
Autism speaksのウェブサイトにある自閉症の危険因子についての説明です。自動翻訳で日本語に変換してお読みください。
https://www.autismspeaks.org/what-causes-autism
CDCのウェブサイト、「原因と危険因子」―このページの下の方にあります。日本語に変換してお読みください。
https://www.cdc.gov/ncbddd/autism/facts.html
「自閉スペクトラム症における統合失調症や気分障害の合併率」https://www.carenet.com/news/general/carenet/51940
ウェルネス高井クリニック・REON カウンセリング仁藤二郎、慶應義塾大学　山本淳一ほか「精神科臨床における応用行動分析学の実践と研究」Japanese Journal of Behavior Analysis 2021, Vol. 35, No. 2, 187–205　https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjba/35/2/35_187/_pdf　

参考文献（必須ではない）：
CDCのホームページ、自閉症スペクトラム障害およびその他の発達障害の危険因子に関するSSEEDの出版物。自動翻訳で日本語に変換してお読みください。
https://www.cdc.gov/ncbddd/autism/seed-research.html
Autism speaks (2017). Autism and Health: A Special report by Autism speaks Advances in Understanding and Treating the Health Conditions that Frequently Accompany Autism. 
Autism speaksが作成した資料「自閉症によくみられる健康状態と理解と治療における進歩」です。英語ですが、自動翻訳機などを使い、お読みください。

統合失調症、双極性障害などの精神疾患との併発について

https://www.carenet.com/news/general/carenet/57139
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC8931527/

ABAとメンタルヘルス
http://www.effectivetreatment.org/ABATreatMentalIllness2017.pdf
https://link.springer.com/content/pdf/10.5210/bsi.v15i2.365.pdf
https://www.madinamerica.com/
https://www.researchgate.net/publication/232553394_Application_of_Applied_Behavior_Analysis_to_Mental_Health_Issues

学習目標: 
QASP-Sコンピテンシースタンダード: A-2　自閉症スペクトラム障害に関連するCDCの警告する危険因
子と併存疾患
QBAコンピテンシースタンダード: A-4 ASDの危険因子　A-6　鑑別診断においてどのように、
どのような場合に障害が一般的にほかの診断に関連するか（学習障害、処理障害など）
A-7　ASDに関連する併存疾患
（BCBA/BCaBA第5版タスクリスト：該当なし）
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般社団法人アジアパシフィック ABA ネットワーク   （ Q ABA 認定コースプロバイダー ）     コース名 ： ユニット   2 - 1   ASD の基礎知識、     Q ABA ®   認定自閉症 サービス 専門士― スーパーバイザー （ Q ualified Autism Service  Provider  –   Supervisor ） ならびに Q ABA 国際 認定行動分析士   ( Qualified Behavior Analyst QBA ® )

1

      コースが開始される前に、このシラバスを確認してください   単位 :   1 （ 1 5 時間）   実施場所 :   CANVAS   (Zoom を使う可能性もあり )     日時： 令和 6 年 6 月 10 日～ 7 月 2 1 日 5 (6) 週間       インストラクター情報    

講師  電子メール  

  

田中桜子   B CBA - D   #1 - 11 - 8599  contact@abasapporo.net  

呑谷恵   B CBA #1 - 19 - 36313  nontaniaba@gmail.com  

長尾陽子   B CBA   #1 - 05 - 2400  y okonagao@spectrumprojectaba.com  

  コース概要     このコースは 認定自閉症サービス専門士 ― スーパーバイザーか 国 際認定行動分析士 ( QASP - S ® ,  QBA ® ) の承認カリキュラムの 中の、 自閉症スペクトラム障害 A SD の基礎知識 について 、 国際応用行 動分析学認定協会 Q ABA ® の指定した Q ASP - S ® , QBA ® コンピテンシー・課題 リ ストの中の「 自閉症ス ペクトラム障害 」 の様々な課題を学んでゆきます。     学習の成果     このコース終了時に、あなたは 次の目標を習得します ：      

1

  B CBA, BCaBA の第 5 版タスクリストの対応個所は青字で参考用に QASP - S, QBA のタスクリストの下に表記されています。  

